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中学校理科 における生徒の学力 と成長 を保障す る

教育方法に関す る研究
一日標と指導と評価の一体化による理科授業の在り方―

広島市立五日市南中学校教論      川  上  美  和

PISA2006で は「科学に関する全般的価値」の調査結果において 日

本の成績が平均を下回るとい う実態がある。中学校理科学習指導要

領には「理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機会をもたせ」

と明記 されてお り,学校で学習 したことが 日常生活の中で活かされ
ていると実感 させる必要がある。今後,学習 したことと生活を豊か

に している科学の成果が結び付 く授業が,ますます重要になつてく

る。

そこで,学習意欲が高ま り有用性を実感するための理科の授業改

善に,次の 2点から取 り組んだ。

① 生徒に付けたい力 (授業の 目標)を学力保障と成長保障の 2面
から整理 し, 日標構造図を作成する。

②  目標構造図から授業プランを作成 し,形成的評価をもとに生徒
を見取 り,授業の修正を行 う。 (目 標 と指導 と評価の一体化 )

その結果:目 標 と指導 と評価による授業改善を実施することで ,

生徒の思考過程,生徒 自身が有用性を実感することができた。

キーワー ド :学力保障と成長保障, 日標と指導と評価の一体化

目標構造図,理科の有用性



I 問題の所在

近年,教育謀程剣む閃馬施肇むISA調査から,
理科や科学を学ぶ価値や意義を実感する生徒が少

なくなつており,深刻な問題となつている。

また,中

―

時 の改善の基本方

針に「理科を学ぶことの意義や旬調性を実感する

機会をもた七 科学への関心を高める観点から,

実社会・実生活との関連を重視する内容を充実す

る方向で改善を図る。」ことが明記さオした

これらのことから,理科の授業で学んだことが,

日常生活のあらゆる場面で応用されていることに

結びついていないのではないかと思われる。現代

社会の科学技術は,理科の学習内容を応用した成

果であり,その恩恵を受け豊かな生活を送ること

ができている。そのため,理科の学習と日常生活

の結び付きを実感する授業の実施が,今後ますま

麹 こなつてくれ

また,平ぬ 8銅こ教育夢料紀畑三・器 法

「●Tを うけ学習指導要領の出証ド晟hbに 中学

…

目標は, 晴序約 :彎冊べる勧 と態度を

育てる」から「科学的に探究する能力の基礎と態

度を育てる」と改められた そのためにIt科学
的に探究する学習,つまり問題解決的な学習を

進めていくことが重要である。

これまでの実践では,科学的な知識の量を増や

すことに重きが置かれていたように感じる。それ

に加え,科学的に探究することである思考力や表

現力の育成を意識していたものの,評価の観点が

曖味であった

よって,基礎的研究において理科を学ぶことで,

どのような力が付くのた また,身に付いた力が

日常生活のどの場面と結び付けられるのかを明確

にする。そして,基礎的研究に基づいて, 目標構

造図を伯成し,指導計画を立案,実践し,生徒が

理科の学習意義や有用性を実感する授業の在り方

を探りたいと考えている。

中学校理科教育において,学習意義や有用性を

実感する指導方法を,「目標と指導と評価の一体

イロ による目標構造図の作成を通して探る。

Ⅲ 研究の方法

1 -に 関する動

2 日標構造図と指導計画の作成
3 -と 機

Ⅳ 研究の内容

1 -l可 野する動

(1)理科て身こ付く力について

ア 学力保障と成長悧障

梶中 t氷 山竃力た 爵して,泰
と成長保障について,以下のように説明している。

『水面上の「知識・理解・技能」からの目標は成果の見え

やすい学力保障のための観点であり,「関心・意欲・態度

・思考力・判断力」の観点からの目標は水面下にあつてこ

そ見えにくいものの,水面上の目標を根底から支える成長

の基盤となる成長保障のための観点であると位置づけられ

る。バランスのとれた学力とは,学力保障と成長保障がバ

ランスよく実現した学力でなければならない。』

Ⅱ 研究の目的



この氷山モデルが示すように,どの項目も切り

離して考えることはできなし、理科授業と結び付

けて考えると,学力保障面を支えている成長保障

面の喰長を,生徒自身が実感することで科学的な

知識の定着につながり,授業で身に付いた知識を

仲間との交流を通して活用することlt勉強する
ことの意義や旬調性を感じることにつながるので

はないかと考える。

イ い と

―

カ

間静囀uりなゃ習とぃうのは 問題の発見 実

験計画と実咆 実験操作を工丸 経冴́ >字察によ

る動 により,榊 14鴛たする能力を熱 4■ナ
ていくものであり,この中 を何度も繰

り返すことヽ 問題解決能力が育成されるもので

ある。科学的な知識を珈こ付けるためにit Fp■

解決過程で得られる情報や体験によつて,これま

での自己のもつ概念を構造化させたり,科学的慮

概念、と結び帥た りすること力泌要である。そ

のことが,実感を伴らた知識や生きで働く―
の変関こつながっていくと考えられる。また,理

わ 学習い によつて,私たちが生

活していくときに,様々な場面で遭遇する間

題を解決していこうとする,主体的に切り拓
いていく能力,つまり生きる力を育てていく

ことになる。

② 授業づくりについて

ア ロ標と指導と

…

化

目標構造図を活用し,それをもとにした指導と

評価をしていく。この動 しを図11しヽ九

生御こ付けた・添 、育ってほしし蔭を目標とし

て設定する。その目標に向けて学習計画の立案を

する,弄須懸嵯誦価ヒ使っ鴛 し,生徒にカカ謝

いている力Wレめ,達成していなし珈 測響尊方

―

を見直し,修正を行う。

3Flt勃 ここのDOヽサイクルを意識し,生徒
の学習の結果に責任をもたなけれ漱 らなし、

卜

「

肝 国
目指す姿 形成的評価 目標実現の

確かめ

補充指導または発展学習

出● :,■■●づくり0●● ●ホ ロ● ● ■

図 1 目標と指導と評価の一体化

イ ロ標精造図について
目標と指導とい りこよる授業づくりに

おいて大諄嗜ヤリ9ヽ ど髯むこどのような力を出す

たいのかという具体的な目標を洗い出し 検討し

ていくことである。検討した目標ま目標分析表こ

整理し,構造化していく。日標襴 け ること

lt

O学 籾叩籠百と成日騨載め 目標乞 戦 樋
してベランス良く達成することができる。

○ その時間のねらし功躙 こなり,生徒の見取
の晰味●鼈 る。

といつた効果があると考えられる。

2 日桐鵬取日図と鰤 巾

(1)棒
物 理料の勉詢こ対する̈ 高さや有

用性を把握するために 広島市立A中学校の第2

学年5組尉名を対劇こアンケートを実施した

図2 理科に対する学習意欲と有用性の把握



乎彙時寝小・中

童・生徒閲問紙調査と同じアンケート項目で行つ

た 次に,理科の旬町」こ関する生徒の自由記述

をまとめ,以下のような内叡 こ整理することがで

きた

ア 科諭静導諸などの仕事で必要カゾ、にとって
必要であるが,その他の人にとつては2要なし、
イ エタノ‐ルの沸点や原子記号など場 で利
用することがなし、

ウ 価 こ役立っているか分からなし、思いつ力鎌
し、

このことから,生徒it科学的な知識や道具が

そのままの形で 生活に使われることが有用性だ

と感じていること力動 ぃた つまり,学力保障
の面で有用性を感じており,成長保障の面0ま有

用性を感じていないと考えられる。

② 目楊閣閣劉図μ汁青糞と推却鮨出画μ

"博

糞

わ よう
一
日脚 ″けたする。

ア 学習指導要蹟劇朦轄劃訴 された力,学校教
育目標Ⅲりけ防沼彰むこ伸ナたいと思う目標をイ

メージする。

イ イメージした目標の中から,この単元難
にイ載すたい力を目標として 表 1の各観劇畦

け る。

表 1 目標分析表
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ウ 表に書き出した目標から,最終珈こ全員が達
成してほしい目標を1-2つ に絞る。
仲核目標として調0
工 中核目標を図2の目標構造図に当てはめる。
オ 中核目標を達成させるために その他の目標
を基礎目標の欄 こ並び替える。 鮮核目標を達
成のためのルー トづくりとして並び替幻

カ ロ標躊造図に沿つた学習計画を作成する。
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図4 学習計画

― る上で次の2い てヽ留意した

O学 棚 輌
有書H汗背ルド1主・貝̈ 取 り, 糸田か

し%を 近すことを実施した

O―
生徒が客観的に自己をモニタリングすることで

メタ認知力の向上と,中核目標に近づしている

という実感をもたせることをねらいとして,ポ
ートフォリオ評価を充実させに

3 擢目電剰践σ形劉析と撃

2で目標構造図をもとに実践を行った結果と考

察については以下|しヽ九

(1)学力保障面と成恨保碑面での変容 G榔 )
ア

ー171磁石の極の認識の変容

授業では檸磁石を使用したため,ほとんどの生

待t薄 い円
…

も動 らヽ見ると両サ

n●

図3 日標構造図



イドに極があると認識していた 生徒Sにおいて

も同様であり,両サイドに極を描いている。掴 こ
おける磁力の強さを文字で表しているものの,極
の位置を異なったままにしておくことヤt中 核目
標までの基礎目標を達成することができなし、

そこで ワークシートヘのコメントと,机間指
導でのア ′ヽゝ スを行つた。その後,生徒Sは教
室の場示用磁石を自由に操作することで 正しい

極の位置を見仙することができてい乙 そして,

正ししW功線洲脚するようになつれ

0調 つ くそ

"|り

,θ

"見

り5α渥歯望蓼

次時の実験で押さえてほしぃポイントに「ここ

がポイントたh」 とコメントを記入し 生徒が意

識して実輿こ取り組めるようにした すると,電
流がコイノ叫こできう磁界沿ナでなく,強めあう部
分も記入することができ,本時のねらいを達成す
ることができた

イ 成鰤
1711欄と1耀けること¬畔 5まる」賽義蟻
生徒自ら「話し合しつ時間をもたせてほしし】

と要求する場面が見られた。このことからグルー

プ交流の億義を実感していると考えられる。

lrl技能と思考力囃

多様なデータの中から,グループ活動を通して
銀 l性を見出すことができた。さらに,規則と反

するデータがあ硫    「― lFl朝騒藪功 あ`

つたのかもしれなし」 と方法知につながる振り返

りができるようになった

lll剛翻 w嗜 れ 離 り
学習が進むこつれ モーターの仕組みを説明で

きるようになっていることを実感し,「早く知り
たし」 「もつと時間がほしし、 とぃぅ生徒が増加
しれ

CIl伝え方の習得

① 題覇 恐崚 明

フレミングの法則を活用して説明することで

淑 にな利さや 分かりなおしにつながった

② 競 を変えての説明

mヽ ら
―

ナGt調 明しきけょいた
め,横から見た図で説明けること、 相手こ磁カ
線の強めあう部分と弱めあう部分を伝えることが
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意欲と有用性の変容

轟 アンケート,質問

理科が好き 理科が大切 理科が役立つ
(事前)(事後)(事前)(事後)(事前)(事後)
図7 事前事後アンケー ト

ロ調に勉強が好き油 において,約10%の上

輌助ちみらね汰■ 
―

ち噸刀油 ¨
勉強をう誡ゴ自分自

一

生活や社会に出た

ときに役立つ」の項目においてitほとんど変化
が見られな力めた

イ 審 アンケート,謎

―

t有用性をみる項目ldaて変
イリ まヽとんど見動 つたが,質的嗽変化が以

下のように見ら凛

有用性に目するた述の推移

図8 理科の有用性の記述内容

事前のアンケート記述の内容でit就職や仕事
で科学的な知識が必要である等 学力保障面の内

笏 彰勁つた 事後のアンケート枷 t成長
保障面lJu｀りが見られるようになった 具体的

に,

○ 科学的い 向ヽ上した

○ コミュニケーションの動 生
○ 自分ができるようになつたことを実感
○ 力を合わせることヽ 意見を出しあって考え
ていくことに有用性を感じた

という意慇0数 を占めた
ウ 1時間ごとの意識の変容

肇 施 喘 砂 、開 際 は り返りを,‐
ワードごとに町法でまとめていった そして,授

業日ごとにカウントしていき,そのキーワードの

個数をグラフにしていった

個
”

具20

3・5

‐ 着 き。疑 間 一 面 白さ・楽 しき ,間饉 解 決 へ の 摯 欲 ― m得

電気プランコ実験
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図9 学習意欲に関する記述の推移

第 1時●t教材の工知こより,驚き導間昇が
多く問題を発見することができている。単元の後

また グループ活動においてlt前半の実験を
中心としたグルーー 嘲罰勤潮 めたが,後

判t話 し合い活動を中′いとしたグループ活動に
意識が高くなつている。つまり,前拗 ′牒 を中
心とした交流が,後半の考え劉思いをやり取りす

る交流の土台になったのではないかと考えられる。

鬱 考・伝 える

→ える ― える

電気プランコ実験

図11 活用力に関する記述の推移

鯨
疇 話し合える

図10 かかわり合いに関する記述の推移



考えたり伝えたりすることができるようになつ

たという実感においても,後半高くなっている。

図9,図10・ 図11から,電気ブランコ実験以降
に高まりがみられる項目を中′N妍 る。これ

らのグラフから,問題解決過程の中で 交流を多
く取り入れたことが,仲間と学習することの価値
に気付いた生簿りもmこつながったのでまなし功ヽ

と考えられる。また,図 9。 図11から,教師が生
御 こ細かく評価を返すことで「できる」「わか

る」 鞭り らヽ認めてもらえた動 を実感してい

たことが分力つた そのことにより,理料の面白
さや学習意欲へつながり,理孵の勉強が好きだと

ぃう生徒の曽肺 鶏勤口したのだと考えられる。

③知識・理解の定着

=3時
03●

12%

■へ十分  口町概わ  =Q努力
図12 ワークシー トでの評価

図13 定期試験による評価

知識・理解の観点においてit図 12のように授
業中のワークシートょり,評価甚詢こよって評価
したところ,第8時0ま 半分馳 生徒が努力
を要することになった そこで 学習指導計画を

修整して実施したところ, 9割人量ν当起こ定着

が見られた

次に,後期醐床試験の結果を見てみると,勲まり
9害囃 の難 に匁蔵い帥 定擢訪現 らオt't

姓 αラ鶏斤と考察から, 知 目標と同じ謝呆

障の目標においてほぼ達成できたの0熾 し功 とヽ考
える。

また,作成した図を自 、

○ 学習活動と生御こ身に付く力

○ 子ども僻発り らヽか おこと

の2点について目標構造図を修正し,次の学習指
潮 4動 しヽていくこととする。

V 研究のまとめ

本研究0ま 次のような成果を訪に
○ 間願解決のプロセスの中で細かく評価を返す
ことで,思考力や学習意欲、の高まりが見られ
た また,科学的な知識の定着にもつながった
と考えられ乙

○ 生徒の振り返リカードから,学習活動と生徒
に身に付く力の関係性を把握することができ,

日標構造図の修コこ活かすことができた

○ 目標を明白こすることで 教師力鴻識 して指導
すること力資き,生徒の意識の変溶につながった
○ 形暉晦踊取塀務唱

"湘
界できた

今後の製雪わ とおりである

○ 他の単元においても日標構造図を作成した指導

法を適用する。

○ 努力獅 る生徒～鉤場影珀勤方を探乙

錯 靖

① 文部科学省 『中学校学習指導要領解説

理棚副  大酢椰準鋼式会社 2008T
② 梶田 叡一 加藤 明 向寝腺弱あ晴評
価事刺  中 堂,2010年

③ 日置 炒 、『 1理柚 で何な るカンこ

れからの理梓痴饒制 東洋館劇蹴
2KX17年


